
「子宮頚がん検診」への懸念や不安を解消して頂き、

今年度は必ず受診をして頂けますと幸いです

検査自体は短時間で終了します。

お忙しいかと思いますが、

2年に1回※、子宮頸がん検診にお時間を頂ければ幸いです。

• 検査は１０～１５分程度です。

• 予約制のため、待ち時間が少ないです。

• 職場最寄りの健診センターを利用頂くと、移動時間を短縮できます。

• 乳がん検診とセットで受診すると、時間をより有効にご活用頂けます。

「時間がない・・」方へ

【お願い】

以下症状がある場合は、検診を待たずに

早めに婦人科にかかって診察を受けて下さい。

・異常なおりもの ・下腹部の痛み

・月経以外の出血（不正出血） ・性行為の際の出血

※当社は全ての女性に毎年、子宮頸がん検診受診機会を設けています。



進行期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

(初期） (末期)

5年生存率 92.3% 77.0% 56.1% 30.3%

「子宮頚がん検診」への懸念や不安を解消して頂き、

今年度は必ず受診をして頂けますと幸いです

子宮頸がんの原因「ヒトパピローマウィルス」は、

主に性交渉により感染します。

• 性交経験がある女性の8割近くが、一生のうち1度は、このウィルスに

感染すると言われています。

…多くが感染は自然消滅するといわれていますが、まれに、感染が長くき、

数年から数十年かけて子宮頸がんになっていくと言われています

• 子宮頸がんは初期段階では症状が現れにくい病気です。

「なんとなく受診していない・・」方へ

■子宮頸がんの進行期に応じた5年生存率

※進行期はがんのI期（初期）からIV期（末期）に分類されています。
出典：日本産科婦人科学会婦人科腫瘍委員会報告第64回治療年報(2023年12月)

早期発見がとても有効

※上皮内がんを除く
出典：国立がん研究センター がん情報サービス「がん登録・統計」（全国がん登録）

２０歳代後半から増加します。

■子宮頸がんになった人の割合(全国・女性) 2019年

• 定期的な検診で早期発見が可能となり、治療の成功率が大幅に向上します。



「子宮頚がん検診」への懸念や不安を解消して頂き、

今年度は必ず受診をして頂けますと幸いです

ご不安に感じるかもしれませんが、

• 個人差はありますが、通常は痛みはありません。

• 検査自体は短時間で終わります。

• 健診機関によっては女性専用フロアや専用曜日を設けているので、

リラックスして受診して頂けます。

「検査が不安・・」な方へ

➢ 妊娠・出産の経験、検診の受診状況を聞かれます。

➢ 最終月経日や月経周期は予め確認しておきましょう。診断に必要な情報になります。

➢ 膣に指を入れ、子宮の位置や大きさ、かたさなどを調べます。

➢ 下着をとって診察するため、ゆったりしたスカートなどで行くと検診を受けやすいです。

➢ 子宮頸部をブラシなどでこすり、細胞を採取します。

➢ 多少出血することもあるのでナプキン持参をおすすめします。

※診察台の向こう側とは、
カーテンや、バスタオルを広げて

仕切られます

※トータル１０分～１５分程度です
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